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序

本報告書は、須玉町教育委員会が平成14年度に調査を行った山ノ神遺跡の

発掘報告書であります。この調査は水田農業経営確立対策県単独推進事業山

ノ神区画整備工事に先立つもので、対象面積約2,000m2が発掘されました。

本遺跡は、七里岩台地の鞍部に在り調査の結果、平安時代 10世紀頃の住

居址 1軒と竪穴遺構 2のほか溝 7が発見され縄文時代前期から中期、後期に

比定される土器片の他、平安時代から中世、近世までの遺物が出土しており

ます。町内では初見の縄文時代草創期の尖頭器が発見されたことは大いに評

価できると思います。最後に調査にあたって御協力いただいた関係者、関係

機関並びに調査・整理作業に従事された方々にお礼を申し上げる次第であり

ます。

平成 15年3月

須玉町教育委員会

教育長 藤巻宣夫
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1. 本報告書は、水田農業経営確立対策県単独推進事業 山ノ神区画整備工事に伴って
発掘調査した、山梨県北巨摩郡須玉町若神子新町字山ノ神 829番地ほかに所在す

る山ノ神遺跡の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、須玉町教育委員会が調査主体となり実施した。
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凡 例

1. 本書で用いた地図は、国土交通省国土地理院の数値 200,000(甲 府 1/200,000
平成 9年 7月発行)である。

2. 実測図の黒塗りは須恵器、それ以外の白抜きは土器・土師器などである。
3. 遺構及び遺物の挿図中の縮尺は下記のとおりである。
遺構全体図 1/400住居址・竪穴遺構 1/80 遺物実測図 土器 1/21/4石器 1/1

古銭 2/3

4. 遺構及び遺物写真図版の縮尺は、統一されていない。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

平成 14年度、水田農業経営確立対策県単独推進事業 山の神区画整備工事に伴い須玉町教育委員会で

は事業事務を代行する須玉町農林課より照会を受け、事業予定地区の試掘調査を平成 14年 3月 に行い

遺跡の存在を確認した。その結果を元に町農林課と町教育委員会で協議し、整備事業に先立って調査対

象面積を約 2000m2とこ絞り発掘調査を行った。発掘調査は、平成 14年 7月 11日 に開始 9月 4日 に終了、

平安時代住居址 1軒と溝 7条、竪穴遺構 2が発見された。
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第 1図 遺跡位置図 (1/200,000)
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第 2図 周辺の遺跡 (1/200,000)
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第 2章 遺跡の立地と環境

山ノ神遺跡は、若神子新町集落の北側にあたり、八ケ岳山体崩壊に伴う韮崎岩屑流によってつくり出

された小円頂丘と凹みが点在し、又多くの遺跡があり韮崎市穴山町から藤井町にかけて畑と果樹園の田

園地帯となっている。若神子新町の西側を走る県道 17号線 (七里岩ライン)沿いには、権現サンと呼
ばれる小円頂丘があり、中央線穴山駅東側県道 17号線東側の河ヽ円頂丘には、中世城郭としての能見城 A

がある①更に台地を北上すれば、甲斐源氏の祖、新羅三郎義光・義清 。光長が拠ったとされる若神子城

の古城・北城・そして南城の三城 Bがある。

反対に、台地を南へ下れば天正十年武田勝頼自ら火を放ち落城した新府城 Cが今も多くの識者や観光

の人々の涸を誘う。城郭以外にも周辺の遺跡として、台地上で縄文時代中期を代表する坂井遺跡 1がある。

七里岩台地の下は穀倉地帯として「藤井五千石」と呼ばれていた藤井平には、奈良、平安時代を主体 と

した中田小遺跡 2、 平安時代中心の前田遺跡 3、 弥生時代前期の水田跡や、四百軒以上の奈良・平安時代

の集落跡が発掘された宮ノ前遺跡 4がある。塩川をさかのばれば、若神子町内で古墳時代 7世紀の湯沢
2号墳・3号墳古墳の 5。 台地上には 9世紀後半代の土師器製作跡と住居址が発見された大小久保遺跡 6

がある。

中央道インターチェンジ建設予定地内から、山梨における平安期土師器研究に一石を投じた大豆生田

遺跡 7。 高根町の官行跡かと推察される平安時代の湯沢遺跡 8。 須玉町穴平の飯米遺跡 9では、縄文中

期末の住居址と平安時代の住居址があり、津金御所前遺跡 10では、県内外に注目を浴びた縄文時代中期

末の水炎土器と、中期井戸尻期の出産土器が出土した住居址がある。

連逗 跡

番号 遺跡名 時代区分 備  考
1 坂井 縄文・古墳・平安 昭和 40年度
つ
る 中田小 奈良 平安 昭和 59年度韮崎市教育委員会
3 前田 平安 昭和 62年度韮崎市教育委員会
4 宮ノ前 奈良 。平安 平成元年～ 2年韮崎市教育委員会
5 湯沢 2号墳・3号墳 古墳後期 平成 13年度須玉町教育委員会
6 大小久保 9世紀後半 昭和 57年度須玉町教育委員会
7 大豆生田 縄文 。平安・弥生 昭和 49年須玉町教育委員会
8 湯沢 平安 昭和 58年度高根町教育委員会
9 飯米 平安 平成 3年度須玉町教育委員会
10 津金御所前 縄文中期 昭和 56・ 57年度須玉町教育委員会

城
昔
子

番号 城  名 時代 備  考
A 能見城 中世

B 若神子・古城・北城 。南城 中世

C 新府城 中世 国指定史跡
D 中尾城 中世

E 獅子吼城 中世

F 大豆生田砦 中世

つ
０



第 3章 遺構と遺物

(1)1号住居址 (第 4・ 5図・図版 1)

すもも畑の間を南北へ走る農道沿いで、調査区域の西端から検出された遺構である。プランは隅丸方

形を呈し、壁間は東西 4.lm、 南北 4.3mが測られ、中央よりやや南寄りの東壁にカマ ドを持ち、外反ぎ

みの壁高は南壁が 48cmで、他は 42cm～ 45cmが測られる。幅 8cm～ 10cmで深さ 5cm～ 8cmの周
溝がほぼ全周する。床面には屋根の葺石と思われる不整形で扁平な石が、カマ ドの前から中央にかけて

散在している。床面は固くしまリカマ ド前部から南壁に向って、床面全体の 4分の 1に炭化粒子を含む

焼土が見られる。柱穴は住居の内外から 1つ も検出することが出来なかった。カマ ドの規模は左右の袖

石含めて 90cm、 焚口部から燃焼部まで 110cmが測られ、左右の袖石は遺存するものの右袖石の一部は

抜かれており貧弱 /d‐つくりといえる。

出土遺物 (第 6図 図版 2)
カマ ド焚口部に底部を上にして逆位で出土した在地系の高台付内黒邦 (1)は、口径 15.2cm、 底径

6 6cm、 器高 2 5cmで、内面は放射状暗文の上にヘラナデによって磨きを施している。口縁部は、わず

かに玉縁状を呈し、器壁は暗褐色の胎土でやや外反ぎみである。同じくカマ ド内から出土した甲斐型皿

(2)の 3分の 1が外面は布によるナデとヘラ削りが施され、内面の暗文上をヨコナデしている。口縁部は、

わずかに玉縁状と呈する。赤褐色の胎土をもち、屈曲のある皿である。燃焼部から出土した甲斐型甕の

胴部と思われる (3)。 他には、カマ ド周辺から出土した薄口縁型カメロ縁部 (4・ 5)がある。カマ ド前

面部の構築材と思われる礫の下や左右袖裾付近から内面底部付近に自然釉を受けた須恵器壷 (6)の破片

が四散して出土し、部位が判らぬ程細かい破片の土師質土器、野、皿、カメ等、少ない資料から遺構の

時期は 10世紀前半から半ば頃の年代が考えられよう。

(2)竪穴遺構 1(第 4図 図版 1)
調査区域 (地番 829)の北東から検出された遺構で、プランは隅丸方形を呈し、東西 4m、 南北 4mが
測られる。北壁下に幅 lm～ 1.5mの張り出し部があり、遺構確認面から lm～ 1.4m掘 り込まれ、残る
3分の 2は張り出し部から更に 50cm程掘り込まれる。
出土遺物 (第 7 図版 1・ 2・ 3)
遺構確認面から約 70cmは、田を広げる目的で埋め立てた客土で、内黒土器底部 (1)、 須恵器カメ片
に混ってキセルの雁首 (2)/1~ど が出土している。中層の褐色土は約 30cm堆積し、下層は黒褐色土で
80cm～ lmが測られ、平安から縄文時代の遺物包含層である。 (3・ 4・ 5)は半載竹管工具による矢羽
状平行沈線文の深鉢片で、胎土中に繊維を含み縄文時代前期に当たる。 (6)は 口縁に小突起をもつ深鉢

の小片で、確認面から lm～ 1.2mで下層の上部から出土している。 (7)は地文に縄文を施し細い沈線
による区画文の深鉢片で、(8)は横位沈線文を縄文で充填している深鉢片で、共に縄文時代後期に当たる。

中層からは、平安時代甲斐型郷片 (9)、 須恵器不底部 (10)、 須恵器カメ片で芯がセピア色で「生焼け」

の (H。 12)がある。内黒土器底部 (13)、 甲斐型皿 (14)、 在地系のカメで薄口縁型の (15)、 中世か

ら近世の遺物の中には白磁の碗 (16)や、内外を茶褐色釉で施釉した碗の胴部片が上層で出土している。

(3)竪穴遺構 2(第 4図 図版 1)
1号竪穴遺構から約 7.5m南に離れて検出され、

3,8mが測られ、掘り込みの深さは 16mか ら 1.8m
至らなかった。

プランは隅丸方形を呈し、規模は東西 3.9m、 南北

が測られる。 1号堅穴遺構 と同様に柱穴の検出には

-4-



出土遺物 (第 8図 図版 3)
遺構確認面から lm～ 1.5mの間から検出され、土師器土器の他、陶器片も出土し遺構の掘り込まれ

た目的と時期については不明である。

遺構確認面から 80～ 90 cmが田を広げる際の客土で、遺物包含層は下層の褐色土層と、黒褐色土層で 1

mが測られる。隆帯の両側に、ペン先状工具による連続刺突文 (1)は、縄文時代中期初頭新道式に比定

され、区画内に連続爪形文 (2)は中期中葉にあたり、柄部欠損の小型石斧 (3)、 土偶の手と思われる土

製品 (4)がある。内黒土器片、土師器カメ、須恵器カメ等の平安時代の遺物と、近世の染付陶磁器片の

ほか、(5)は見込みを蛇の目状に釉剥ぎして重ね積みする方法で一度に大量に焼かれた陶器の皿、寛永

通宝 (6)が出土した。

(4)溝遺構 (第 4図 図版 1)
溝 1 1号住居址の南にあって、幅は 70 c m～ lm、 深さ約 30 c m～ 65 c mで北へ向って深くなり「く」

の字状を呈する。清 2によって切られている。底から砂、小石はなく、ほぼ平坦で壁は垂直に立ち上る。

溝 -2 調査区外の町道の下、南から調査区を北へ横切って掘り込まれ長さは約 24m幅は南側に 30 c m

北側で 45 cm深さは 15 cm～ 40 c mが測られ、南から北へ 1号清を切って掘り込まれている。

その他の溝  東西 30m南北 10mの地番 828か ら検出された 5条の溝で、南に接する地番 823のす
もも畑に発し、平行して流れる堰の下を通って東へ流下する。

清 -3 長さ 18m 幅 (西から東)48～ 70cm 深さ 44～ 105cm砂、小石無し①
溝 -4 長さ 17m 幅 (西から東)30～ 50cm 深さ 8～ 40cm北側が低く、南側が高い。砂、小石無し。
溝 5 長さ22m 幅 (西から東)50～ 65cm 深さ 10～ 20cm北側が低く、南側が高い。砂、小石無し。
溝 6 長さ 28m 幅 (西から東)15～ 50cm深 さ 15～ 50cm砂、小石無し。
溝 7 長さ 30m 幅 (西から東)30～ 40cm深 さ 15～ 40cm砂、小石無し。
出土遺物 (第 8図 図版 3)
溝 2の確認面から40m前後の下層から中期中葉の楕円区画文内に爪形文を施文した深鉢片や、縄文
を地文に細い沈線による区画文の後期堀ノ内式の上器片が出土している。上層から中層にかけ平安時代

の赤褐色の色調をもつ甲斐型土師器の細片や須恵器邪片が、近世では染付陶器片も出土している。

溝 -3では、縄文土器の胴部細片、平安時代の土師器細片が出土している。灰釉陶器片の他、近世では

染付磁器碗と施釉陶器片も出土している。

溝 -5では、粘土組の上を指頭で押えた紐線文土器片 (1)は、後期中葉に比定される。

清 -6では、ペン先状工具による連続刺突文の深鉢片、隆帯に沿って爪形文を施文した深鉢片、横位の「わ

らじ虫」 (2)の深鉢片等は、中期中葉に比定され中期末から後期にかけての土器片も出土している。下

って平安時代の土師質土器片や近世の深緑釉の陶器片も出土している。石器では、砥石 (3)、 頁岩の掻

器 (4)、 粘板岩製で一部欠損した打製石斧 (5)、 小型ながら完形の石鏃 (6)、 基部が欠損する槍先形尖

頭器 (7)は、縄文時代草創期に当り町内初見の遺物である。

遺構外出土遺物 (地番 829、 828内 )(第 9図 図版 3)
中期末の櫛歯状工具による条線文土器片、後期で縄文を地文とし、沈線による区画文のもの、口唇に

刻み目を施した深鉢片などがある。石器では、側面が鋸歯状で、長さ約 2.7 cmの 比較的大きめな黒曜石

石鏃 (1)、 頁岩の小ぶり長さ 1.9 cmの石鏃 (2)、 一部欠損の長さ 1.8 cmの黒曜石無茎石鏃 (3)が、石斧

では撥型打製石斧の完型 (4)、 短冊形打製石斧で先端を欠損したもの 2本 (5・ 6)が出土している。平

安時代の須恵器片、土師質土器片、灰釉陶器片も細片ながら検出されている。近世の陶磁器片の他、寛

永通宝 (7・ 8)2枚出土している。

-5-



まとめ

県道 17号線 (七里岩ライン)と平行する調査区西側の町道との間の果樹畑周辺から、平成 4年の町

内遺跡分布調査に伴う踏査によって、縄文時代中期の深鉢片と打製石斧を含む石器等多くの資料を検出

している。回場整備事業対象区の内、微高地にあたる地番 828、 829の二枚の田から平安時代住居址 1

軒と、時期と性格不明の竪穴遺構 2の他、7条の清を検出したが、回場整備対象区域の大半が低い窪地

のぬか田で、ここを囲む丘陵地の雑木林や果樹畑の中に、縄文時代から平安時代の集落跡や、伝承され

る甲斐源氏につながる中世の武家屋敷跡などが、長い眠りの中にいる事が想像される。
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表 1 土器遺物観察表
単位 cm

( )内の数字は、推定値

挿図 出土地点
物

号

】還

番
種別 器種 口径 底径 器高 色  調 胎 土 整形施文 備  考

6 1号住 1 牒
珊

高台付

皿
152 66

色

色

褐

黒

暗

内

外

(内)ナデ放射状暗文

(外)布によるナデ

6 1号住 2 土師器
甲斐型

皿
(132) (20) 茶褐色

赤色粒 子

黒色粒子

(外)布によるナデ

(底)糸切り後ヘラ削り

6 1号住 3 土師器
甲斐型

甕
褐色

金雲母

赤色粒子

(内)ヨ コハケメ

(外)斜めハケメ

6 1号住 4 土師器 甕 (258) 褐色 石英 。金雲母
(内 )ヨ コハケメ

(外)タテハケメ

6 1号住 5 土師器 甕 (266) 暗灰色 石英・金雲母
(内 )ヨ コハケメ

(外)タテハケメ

6 1号住 6 須恵器 士霊 黒褐色
(内)ハケメ (外)櫛目

(底部)ヘラ削り
貼付高台、底部内面自然釉付着

7 竪穴 1 I

内黒

土師器
皿

(内)黒色

(外)黄褐色
金雲母・石英 糸切り後ナデ

7 竪穴 1 3 土器 深鉢
(内 )黒褐色

(外)灰褐色
石英

半載竹管

7 竪穴 1 4 土 器 深鉢
(内 )黒褐色

(外)灰褐色
石英 半裁竹管

7 竪穴 1 5 土器 深鉢
(内 )黒褐色

(外)灰褐色
石英 半裁竹管

7 堅穴 1 6 土 器 深鉢 鈍い橙色 小突起

7 竪穴 1 7 土器 深鉢 黄橙色 白色粒子
地文・縄文

細い沈線による区画文

7 竪穴 l 8 土器 深鉢 暗褐色

7 竪穴 1 9 土師器
甲斐型

郷
(60) 赤褐色 内外)ロ クロナデ

7 竪穴 1 須恵器 邦 (60) 青灰色 (底)糸切り痕

7 竪穴 1 須恵器 甕
オリーブ色の

不由

7 竪穴 1 須恵器 甕 灰 色

7 竪穴 1 土師器 内黒皿

ｍ

彿

色

黒色

鈍い褐 (底)糸切り後ヘラ削り

7 竪穴 1 土師器
甲斐型

皿
赤褐色 暗文・墨書

7 竪穴 1 土師器 甕 (334) 鈍い橙色 (内外)ロ クロナデ

7 竪穴 1 陶器 高台付 灰白色 (内外)▼L白色釉

8 竪穴 2 1 土器 深鉢 褐色 連続刺突文

8 竪穴 2 2 土器 深鉢 褐灰色 連続爪形文

8 竪六 2 4 土製品 褐色 土偶の手 ?

8 竪穴 2 5 陶器 皿 黄橙色

8 溝 l 土器 深鉢 黄橙色 紐線文

8 溝 2 土器 深鉢 黄褐色 ワラジ虫
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靴 cm

挿図 樹土地点
還物

鶏
分簸| 長さ 幅 厚さ 婁さ鍵) 石爾 備  考

3 翼聯(2 3 i]   Eヨ

七́章|| 6イ) (欲8) (1.の C・4α4) か理  柚鰤韻

3 構 3 1賄 G10 Z3 2115 C641)

3 湾 重 盤 45 4翼 0・0 IS, 酔

8 濤 う 打製石斧 (10つ 4`9 111も oao 粘板岩

8 溝 6 講 26 ■6 014 ∞ 稲

8 溝 7 鰯 (嫡 . OB (15p チヤート
':|ぢ

it市 1を,|             
――・||,信!夕、とこ1ミ

0 翻 1 石鏃 97) α7 (1ln 蘊 ・ 習ψ報贋

9 欝 ト 2 石鏃 ■9 磁

"
チャート

9 醐 議 (10 03 Q9 議 饉  ■部欠機

9 1翻 打製石斧 11=6 &0 10 140 度樫

9 躙
.5
打製石器

一〇 135 砂岩 観腿

g 翻 6 打製石器 1112 1も 122 鵬 cm4r

表 2器 1観嬢

表 3金属製品観察表

挿図 出鍋

―
|】  :ヨ F,独

番号
1鱒 鞭 長さ 厚き 重量(p 備  考

7 撃騨代1 4tp1/ 銅 一鶴 態管雁首部

挿図 出土地点
翻

需
嬢 腹 辮 孔

―
径 重量 ⑫ 備  蓄

3 憂グ(2 e 籐 銅 !Z4 0155 寛艤

9 翻 鐵 銅 Z4 0お6 鶉

9 翻 鐵 錦 Z4- α64 攀

114,
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1号住居址 カマド焚口部より高台付内黒不出土
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